
 

 

 

 

 
 

 

     音 楽 科     第１学年 

 《教科等横断的な視点に立った資質・能力の育成》   

 ○  学習の基盤となる資質・能力の育成について  

   本題材は、合唱コンクールに向けて構成した題材であり、A 表現領域の歌唱の活動

を通して、歌唱表現に関わる知識や技能を得たり生かしたりしながら、歌唱表現を創

意工夫すること、曲想と音楽の構造や歌詞の内容との関わりを理解すること、創意工

夫を生かし、全体の響きや各声部の声などを聴きながら他者と併せて歌う技能を身

に付けることをねらいとしている。  

   中学校に進学して初めて本格的に取り組む混声合唱に主体的・協働的に取り組む

ことで、音楽活動の楽しさを体験し、音楽によって生活を明るく豊かなものにしてい  

けるよう、国語科との教科等横断的な視点を取り入れた授業実践を紹介する。 

 

   ・言語能力の育成（※問題発見・解決能力の育成）  

本実践では、以下の二点を中心に、言語能力を育成していく。  

一つ目は、曲想と音楽の構造や歌詞の内容との関わりを理解すること、二つ目は、

創意工夫を生かした表現で歌うために、生徒がもつ思いや意図を伝え合う手段である

コミュニケーションの一つとして、音楽的な見方・考え方を働かせて知覚・感受した

ことを音楽語彙を増やしながら伝え合うことである。特に、合唱をつくりあげていく

中で、生徒が曲にふさわしい歌唱表現を創意工夫していくことは、生徒が自分たちの

合唱の課題を見いだし、思いや意図に合った表現になるよう試行錯誤していく過程と

して重要であり、問題発見・解決能力の育成にもつながると言える。  

そのために、国語科「詩の世界」の学習で歌詞の内容について分析し、詩の内容を  

理解すること、鑑賞の評価文を書くことで、根拠をもって自分なりに批評すること、 

根拠をもって伝え合うこと、感じたことを伝えるための語彙を広げることを本題材の  

学習と関連付けながら言語能力を育成していく。  

 

・情報活用能力の育成  

本実践では、以下の三点を中心に、情報活用能力を育成していく。  

一つ目は、曲ができた背景や作詞・作曲家の思いについての情報収集、整理、分析

をすること、二つ目は、端末の操作スキルを身に付け、演奏した動画を保存し、何度

も繰り返し視聴して、よりよい音楽表現に生かすこと、三つ目は、著作権（知的財産

権）について知ることにより、著作物への思い、著作者への敬意をもつことである。 

   そのために、国語科で学習する情報収集や整理、構成の工夫について、「集める・  

整理する」「組み立てる」「表現する」内容や単元「情報社会を生きる」での学習（「情 

報を集めよう」「情報を読み取ろう」「情報を囲繞しよう」「著作権について知ろう」  

等）を想起させながら、情報を正しく読み取ったり、自分なりに整理したりすること、   

端末を操作する中で情報モラルを含む情報活用能力を育成していく。  

 

※本事例は、国語科の授業実践と対応しているので、国語科と併せて御覧ください。 

 

教科等横断的な視点を取り入れた授業実践 



１  題材名「曲想やパートの役割を感じ取って、歌唱表現を工夫しよう」  

  教材名 「そのままの君で」  作詞・作曲  松井  孝夫 ※合唱コンクール課題曲 

      「絆」「あさがお」他  作詞・作曲  山﨑  朋子他※合唱コンクール自由曲  

【本題材で取り扱う学習指導要領の内容】 

   Ａ表現（１）歌唱の事項  ア、イ（ア）、ウ（イ）  

    〔共通事項〕（１）ア、イ  

      ・思考・判断のよりどころとなる主な音楽を形づくっている要素  

       音色、旋律、テクスチュア、強弱   

 

２  題材の目標                   

○ 曲 想 と 音 楽 の 構 造 や 歌 詞 の 内 容 と の 関 わ り に つ い て 理 解 し 、創 意 工 夫 を 生  

か し 、全 体 の 響 き や 各 声 部 の 音 な ど を 聞 き な が ら 他 者 と 合 わ せ て 演 奏 す る  

技 能 を 身 に 付 け る 。                 〈 知 識 及 び 技 能 〉 

○ 音 色 、 旋 律 、 テ ク ス チ ュ ア 、 強 弱 を 知 覚 し 、 そ れ ら の 働 き が 生 み 出 す 特 質  

や 雰 囲 気 を 感 受 し な が ら 、知 覚 し た こ と と 感 受 し た こ と と の 関 わ り に つ い  

て 考 え 、ど の よ う に 歌 う か に つ い て 思 い や 意 図 を も っ て 歌 唱 表 現 を 創 意 工  

夫 す る 。                〈 思 考 力 、判 断 力 、表 現 力 等 〉 

○ 曲 想 と 音 楽 の 構 造 や 歌 詞 の 内 容 と の 関 わ り に つ い て 関 心 を も ち 、音 楽 活 動  

を 楽 し み な が ら 主 体 的 ・ 協 働 的 に 歌 唱 の 学 習 活 動 に 取 り 組 む と と も に 、合  

唱 に 親 し む 。              〈 学 び に 向 か う 力 、人 間 性 等 〉 

 

３  教 科 等 横 断 的 な 視 点 を 取 り 入 れ た 授 業 実 践 に つ い て  

  教 科 等 横 断 的 な 視 点 で 教 育 課 程 を 編 成 し て い く 際 に 、多 く は そ の 内 容 で つ  

な ぐ こ と が 多 い 。 し か し 、 各 学 校 の 育 成 し た い 資 質 ・ 能 力 、 生 徒 の 発 達 段 階

を 考 慮 し つ つ 各 教 科 の 特 質 を 踏 ま え た 資 質・能 力 で つ な ぐ こ と を 目 指 し た い 。 

  ま ず 、 音 楽 科 に お け る 育 成 し た い 資 質 ・ 能 力 に つ い て 、 学 習 の 基 盤 で あ る

言 語 能 力 、 情 報 活 用 能 力 、 問 題 発 見 ・ 解 決 能 力 に つ い て 、 国 語 科 の 育 成 し た

い 資 質 ・ 能 力 と 関 連 す る 具 体 的 な 事 例 を 以 下 の よ う に 整 理 し て み た 。  

（ 図 １ ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （ 図 １ ） 音 楽 科 で 育 成 す る 国 語 科 と 関 連 し た 資 質 ・ 能 力 と 関 連 す る 具 体 例  



  次 に 、 中 学 校 1 年 生 に お け る 音 楽 科 、 国 語 科 の 「 身 に 付 け た い 力 」 を も と

に し た 資 質・能 力 の 育 成 に つ い て 、本 題 材 を 含 む 前 後 の 題 材 構 成 を 踏 ま え て 、

次 の よ う に 整 理 し て み た 。 （ 図 ２ ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ 図 ２ ）本 題 材 を つ な ぐ 題 材 構 成 例（ 音 楽 科 と 国 語 科 の 育 成 し た い 資 質・能 力 ） 

  

（ １ ） 題 材 で 育 て た い 力  ※ 題 材 の目 標 と 重 複 す る ため 主 な も の を 記 載  

○ 曲 想 と 音 楽 の 構 造 と の 関 わ り や 歌 詞 の 内 容 に つ い て 理 解 す る 。  

 【 音 楽 ： 知 識 及 び 技 能 】  

○ 楽 曲 に つ い て 調 べ た 情 報 を 収 集 、 整 理 、 分 析 し 、 作 曲 家 ・ 作 詞 家 の 思 い や

歌 詞 の 表 す 情 景 か ら 表 し た い 曲 想 表 現 に な る よ う 思 い や 意 図 を も っ て 曲 想

表 現 を 工 夫 す る 。【 音 楽：言 語 能 力 、情 報 活 用 能 力 、問 題 発 見・解 決 能 力 】 

（ ２ ） 教 科 等 横 断 的 な 視 点 に 立 っ た 育 て た い 力  

○ 事 象 や 行 為 、 心 情 を 表 す 語 句 の 量 を 増 や す と と も に 、 語 句 の 辞 書 的 な 意 味

と 文 脈 上 の 意 味 と の 関 係 に 注 意 し て 話 や 文 章 の 中 で 使 う こ と を 通 し て 、 語

感 を 磨 き 、 語 彙 を 豊 か に す る 。 比 喩 、 反 復 、 倒 置 、 体 言 止 め な ど の 表 現 の

方 法 を 理 解 し 、 使 う こ と 。           【 国 語 ： 知 識 及 び 技 能 】  

○文章の構成や展開、表現の効果について、根拠を明確にして考えること。  

                     【国語：思考力、判断力、表現力等】  

○ 教 材 曲 を 鑑 賞 し 、 感 じ た こ と を 文 章 に 書 き 、 友 達 と 共 有 す る こ と で 自 分 の

も の の 見 方 や 考 え 方 を 広 く す る 。          【 国 語 ： 言 語 能 力 】  

（ ３ ） 共 通 の 育 て た い 力  

○ 歌 詞 （ 詩 ） の 内 容 を 理 解 す る 。          

○ 情報を正しく読み取り、自分なりに整理する問 題 解 決 の 過 程 で 、端 末 を 操 作 す る

ス キ ル を 身 に 付 け 、 よ り よ い 音 楽 表 現 に 生 か す 。  【 共 通 :情 報 活 用 能 力 】 

○ 課 題 を 発 見 し 、学 ん だ こ と を 生 か し て 解 決 方 法 を 考 え 実 践 し 、伝 え 共 有 し 、

振 り 返 る こ と で 学 び を 深 め る 。  【 共 通：言 語 能 力 、問 題 発 見・解 決 能 力 】 



（ ４ ） 題 材 の 評 価 規 準  

知識・技能  思考・判断・表現  

※言語能力  ※情報活用能力  

主体的に学習に取り組む

態度  ※問題発見・解決能力  

知  曲想と音楽の構造や

歌詞の内容との関わりに

ついて理解している。  

技  創意工夫を生かし、全

体の響きや各声部の音な

どを聞きながら、他者と

合わせて演奏する技能を

身に付け、歌唱で表して

いる。 

思  音 色 、旋 律 、テ ク ス チ

ュ ア 、強 弱 を 知 覚 し 、そ

れ ら の 働 き が 生 み 出 す

特 質 や 雰 囲 気 を 感 受 し

な が ら 、 知 覚 し た こ と

と 感 受 し た こ と と の 関

わ り に つ い て 考 え 、 ど

の よ う に 歌 う か に つ い

て 思 い や 意 図 を も っ て

い る 。   

態  曲 想 と 音 楽 の 構 造

や 歌 詞 の 内 容 と の 関

わ り に つ い て 関 心 を

も ち 、 音 楽 活 動 を 楽

し み な が ら 主 体 的 ・

協 働 的 に 歌 唱 の 学 習

活 動 に 取 り 組 も う と

し て い る 。  

  

 

 

 

 

 

 

４  指 導 計 画  （７時間）  

※本題材は、合唱コンクールを踏まえた題材構成のため、１学期（７月）に１時間、 

２学期（９月）に６時間で題材を構成している。夏季休業中に調べ学習を実施する。 

次  
時

配  

○学習内容    ・学習活動  

★教科等横断的な学習活動   ☆〔音楽を形づくっている要素〕 

評価の観点  

<評価方法 > 

知・技 思  態  

第

一

次  

 

見

い

だ

す  

◎楽曲の歌詞が表す情景や心情及び曲の表情や味わいなどに関心を

もつ。 

   

１ 国
語 

○楽曲の歌詞の内容や曲想に関心をもつ。  
・ CD で教材曲を聴いて印象を自由に話し合う。  
・歌詞を音読したり歌ったりして、歌詞が表す情景や心情、曲の

雰囲気などをワークシートに書く。  
・書いたことを基に学級全体で共有し合い、他の生徒の感じ方や

よいと思ったことなどを随時書き加える。  
○楽曲の音楽の特徴に気付く。  

・二つの楽曲を聴きながら、それぞれの音楽について気付いた特

徴を協働編集アプリに書き込み、新たな気付きを見いだす。  

☆〔音色、旋律、強弱〕  

国
１
２
３ 

★「情報を集めよう」から、情報の集め方、調べ方、読み取り方、

引用の仕方について知り、実際に情報を集める。  

★「著作権について知ろう」から、著作権を守ることや著作者に

敬意を持つことの重要性を知る。  

★様々な芸術に関わる鑑賞文の書き方を知り、理由を添えて鑑賞

した感想を書く。（学習後、常時活動とする。）  

★書いた鑑賞文を他の生徒と共有し、見方・感じ方を広げる。  

   

夏季休業中に

情報収集をす

ることで楽曲

への興味・関

心を深める。  



第

二

次  

 

自

分

で

取

り

組

む  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広

げ

深

め

る  

◎パートの役割を感じながら合唱する。  

 

 
 

 
 

  

２ 国
語 

○楽曲の音楽を形づくっている要素を知覚し、それらの働きが生
み出す特質や雰囲気を感受する。  

・楽曲を歌ったり、CD で聴いたりして、音色、旋律、テクスチュ
ア、強弱を知覚・感受し、捉えた音楽の特徴を楽譜に書き込ん
でいく。  

☆〔音色、旋律、テクスチュア、強弱〕  

国
４
５
６ 

 ★「詩の世界」の詩を音読し、感じたことを友達と交流する。  
★書かれた情景や表現の効果について話し合い、詩について最も
心に響いた詩と、どこによさを感じたのかを書き、交流する。 

★合唱コンクールで歌う楽曲（自由曲）について、歌詞の内容を
読み深め、内容を書き表す。学級全体で交流し、読み合って感
想を伝え合う。  

 
 

   

３ 

 ○楽曲の歌詞が表す情景や心情を想像して歌う。  
・楽曲について知覚したことと感受したことの関わりについて 

考えるとともに、音楽の特徴と歌詞の内容とを関わらせて歌
う。                             

☆〔音色、旋律、強弱〕  

 
 

知
観
察
・

ワ
ー
ク
シ
ー
ト 

  

４ ４ 
 

 
 

 
 

５ ５ 

        ○自分と同じ声部の他者の声や、他の声部の声などとの重なりや
つながりを聴きながら歌う。  

・全体の響きについて、声量を工夫し、互いに聴きながら歌う。 

・歌を録音してグループで鑑賞し、発見した課題に対して工夫改

善しながら歌う。  

☆〔旋律、テクスチュア〕  

 

 
 

 

５ 

 

○パートの役割を感じながら、他者や他声部の声、全体の響きな

どを意識して歌う。  

・部分を取り出しながらパートの役割と響きを確かめて歌う。 

・旋律の流れや曲の山を感じながら、他声部の声を意識して歌う。 

☆〔旋律、テクスチュア〕  

 

 

 

第

三

次  

 

 

ま

と

め

あ

げ

る    

◎創意工夫を生かして合唱する。  

  
 

思

観
察
・
演
奏
聴
取 

 

６ 
○どのように歌唱表現するかについて、思いや意図をもち、様々

な歌唱表現を試す。  
・創意工夫を生かした表現をするために学級全体で対話をしなが

らより表したい表現になるように何度も試す。  

・思いや意図、全体の響きや各声部の声などの技能との関係を意

識しながら、グループや学級全体で歌う。  

☆〔音色、旋律、強弱〕  

７ 

○楽曲にふさわしい表現で主体的に合唱する。  
・自分たちの表したい曲想表現になっているか聴き合って歌う。 
・課題や修正箇所を創意工夫し、撮影しながら合唱をする。  
○パートの役割を感じ取って全体の響きを感じながら合唱する。 
・これまでの学びを総括したまとめの合唱をする。  
○題材全体の学習と個人の学びの変容を振り返る。  
・個々に振り返ったことを全体で共有し、新たな課題を見いだす。 
☆〔音色、旋律、テクスチュア、強弱〕  

 

ワ

技
演
奏
聴
取

・ 

ワ
ー
ク
シ
ー
ト 

 

態

観
察
・
ワ
ー
ク
シ
ー
ト 

国
７ 

★合唱を歌い終えて、感じたことや気が付いたことを振り返る。 
★国語科で学習した力がどのように生かされたか、自分の変容を  
 振り返る。  
★振り返ったことをもとに、学級全体で共有し、日常生活にどの
ように生かすことができるのか、新たな課題を見いだす。  

  

 

合唱コンクール

後に振り返るこ

とで学びの変容

を自覚する。  

題材を入れ替え

たり、実施時期

を調整したりす

るとよい。  



５  実 践  

（ １ ）  目 指 す 生 徒 の 姿   

 ア  学 習 の 基 盤 と な る 資 質 ・ 能 力 の 育 成 に つ い て  

 （ ア ） 生 徒 を 見 取 る 際 の 主 な ポ イ ン ト  

   先 述 の 通 り 、言 語 能 力 、情 報 活 用 能 力 に つ い て は 、「 思 考・判 断・表 現 」

に お い て 評 価 す る こ と と し て い る 。  

   音 色 、 旋 律 、 テ ク ス チ ュ ア 、 強 弱 を 知 覚 し 、 そ れ ら の 働 き が 生 み 出 す 特  

  質 や 雰 囲 気 を 感 受 し な が ら 、知 覚 し た こ と と 感 受 し た こ と と の 関 わ り に つ  

  い て 考 え 、 ど の よ う に 歌 う か に つ い て 思 い や 意 図 を も つ 。  

   具 体 的 に は 、思 考 ・ 判 断 の よ り ど こ ろ と な る 音 楽 を 形 づ く っ て い る 要 素  

  を 知 覚 し た こ と と 感 受 し た こ と を 関 連 付 け て 考 え た り 、自 分 の 思 い や 意 図  

  を 表 現 す る 際 に 適 切 な 言 語 を 用 い て 友 達 と 伝 え 合 っ た り し て 、表 現 方 法 を  

  創 意 工 夫 す る 姿 で あ る 。 音 や 言 語 に よ る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に 加 え て 、１  

  人 １ 台 端 末 に よ る ク ラ ウ ド 活 用 に よ り 、歌 詞 や 情 景 、曲 の で き た 背 景 に つ  

  い て 得 た 情 報 を も と に 自 分 の 考 え を 他 者 と 協 働 し な が ら 表 現 方 法 を 工 夫  

  し て い く 。言 語 能 力 、情 報 活 用 能 力 を 相 互 に 関 連 さ せ て 生 徒 が 音 楽 的 な 見

方 ・ 考 え 方 を 働 か せ て 創 意 工 夫 す る た め の 試 行 錯 誤 す る 姿 を 見 取 り た い 。  

   さ ら に 、 問 題 発 見 ・ 解 決 能 力 は 、 「 主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度 」 に お  

  い て 評 価 す る こ と と し て い る  

   曲 想 と 音 楽 の 構 造 や 歌 詞 の 内 容 と の 関 わ り に つ い て 関 心 を も ち 、音 楽 活  

  動 を 楽 し み な が ら 主 体 的 ・ 協 働 的 に 歌 唱 の 学 習 活 動 に 取 り 組 む 。  

   主 体 的 ・ 協 働 的 に 合 唱 を つ く り あ げ て い く た め に 欠 か せ な い 、音 楽 科 に

お け る 言 語 に よ る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 充 実 さ せ 、言 葉 と 音 楽 を 往 還 さ せ

な が ら 曲 想 と 音 楽 の 構 造 や 歌 詞 の 内 容 と の 関 わ り に つ い て 理 解 し 、自 分 た

ち の 表 現 し た い 音 楽 表 現 に な る よ う に 解 決 し て い く 姿 で あ る 。  

   こ の よ う に 言 語 能 力 、 情 報 活 用 能 力 、 問 題 発 見 ・ 解 決 能 力 は 横 断 的 に 働

く 資 質 ・ 能 力 で あ る た め 、 個 々 に 分 け て 考 え る こ と は 難 し い と 捉 え る 。  

 

（ イ ） 指 導 と 評 価 の 実 際  

 ① 授 業 の 概 要  

  混 声 合 唱 を つ く り 上 げ て い く 中 で 、重 要 と な る 言 語 活 動 に つ い て は 、『 中  

  学 校 学 習 指 導 要 領 （ 平 成 ２ ９ 年 告 示 ） 解 説  音 楽 編 （ 平 成 ２ ９ 年 ７ 月 ） 』   

  「 第 ４ 章  指 導 計 画 の 作 成 と 内 容 の 取 扱 い 」 、「 ２  内 容 の 取 扱 い と 指 導   

  上 の 配 慮 事 項 」 に お い て 、 次 の よ う に 記 さ れ て い る 。  

  イ  音 楽 に よ っ て 喚 起 さ れ た 自 己 の イ メ ー ジ や 感 情 、音 楽 表 現 に 対 す る 思  

   い や 意 図 、音 楽 に 対 す る 評 価 な ど を 伝 え 合 い 共 感 す る な ど 、音 や 音 楽 及   

   び 言 葉 に よ る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 図 り 、音 楽 科 の 特 質 に 応 じ た 言 語 活   

動 を 適 切 に 位 置 付 け ら れ る よ う 指 導 を 工 夫 す る こ と 。  

  生 徒 が 音 楽 に 関 す る 言 葉 を 用 い て 、 音 楽 に よ っ て 喚 起 さ れ た イ メ ー ジ や

感 情 、 音 楽 表 現 に 対 す る 思 い や 意 図 な ど を 相 互 に 伝 え 合 う 活 動 を 取 り 入 れ

る こ と に よ っ て 、 結 果 と し て 音 に よ る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が 一 層 充 実 す る

こ と に 結 び 付 い て い く よ う に 配 慮 す る こ と が 大 切 で あ る 。 そ こ で 、 日 常 の

音 楽 科 経 営 の 中 で で き る 言 語 能 力 を 育 成 す る た め の ヒ ン ト を 紹 介 す る 。  



 【 言 語 能 力 を 育 成 す る た め に 】 ※ 問 題 発 見 ・ 解 決 能 力 に も つ な げ る   

 ○ 音 楽 室 の 環 境 構 成 を 整 え る  

  ・音 楽 活 動 を 円 滑 に 進 め る た め の 学 び や 練 習 の ヒ ン ト と な る も の を ホ ワ イ  

   ト ボ ー ド に 掲 示 し て お く 。生 徒 が 学 習 の 足 跡 を い つ で も 振 り 返 る こ と が  

   で き る よ う に 視 覚 的 ・ 計 画 的 に 掲 示 す る 。 （ 写 真 ① ）  

  ・ グ ル ー プ 活 動 を 円 滑 に 進 め る た め の ア イ テ ム を ３ 学 年 共 通 で 活 用 す る 。  

                            （ 写 真 ② ）  

  

 

  

 

 

               

  

 

 ○ 生 徒 の 学 び を 深 め る た め の ヒ ン ト 集 を 充 実 さ せ る  

  ・ 知 覚 ・ 感 受 す る 際 の ヒ ン ト と な る 「 音 楽 を 形 づ く っ て い る 要 素 」 や 鑑 賞  

   や 歌 い 方 に 関 わ る ヒ ン ト の 言 葉 集 を 年 度 当 初 に 配 付 し 、コ ミ ュ ニ ケ ー シ  

   ョ ン を 図 っ た り 、思 い や 意 図 を 伝 え る 際 、表 現 を す る 際 の ヒ ン ト と し て  

   活 用 し た り す る こ と が で き る よ う に す る 。 （ 写 真 ③ ）  

 

  

 

  

  

 

 

 

  ・ 鑑 賞 の 際 、聴 き 取 っ た こ と を 表 す 言 葉 と し て 生 徒 が こ れ ま で 知 覚 ・ 感 受  

   し た 言 葉 を 集 め て お き 、 ヒ ン ト 集 を 積 み 重 ね て い く 。 （ 写 真 ④ ）  

※ 今 回 は 音 楽 フ ァ イ ル に 積 み 重 ね て い る が 、 １ 人 １ 台 端 末 に よ る ク ラ ウ ド

活 用 を す る こ と で 、 他 教 科 で も 活 用 の 幅 が 広 が る 。  

  ・ 合 唱 コ ン ク ー ル な ど 、 全 校 で 共 通 し て 学 習 す る 際 に は 、 生 徒 、 職 員 と も  

   に 共 通 理 解 で き る ヒ ン ト 集 の よ う な も の を 全 職 員  

   に 配 付 す る 。 他 教 科 で も 学 び の ヒ ン ト と し て 活 用  

   す る こ と で 、 校 内 の 音 楽 科 の 特 質 に 応 じ た 言 語 活  

   動 が よ り 充 実 す る こ と が で き る 。 （ 写 真 ⑤ ）  

 

 ○ 生 徒 の 主 体 的 な グ ル ー プ ・ パ ー ト 学 習 を 推 奨 す る  

  ・ 生 徒 は 音 楽 室 に 入 室 し た ら す ぐ に 、 前 時 の 課 題 を  

   生 か し た 目 標 を グ ル ー プ で 話 し 合 っ て 決 め る 。  

  ※ 音 楽 を 形 づ く っ て い る 要 素 の ヒ ン ト カ ー ド （ 写 真 ③ ） を 活 用 し な が ら 、  

   学 習 の 目 標 を 話 し 合 っ て い る 様 子 が 見 て 取 れ る 。 （ 写 真 ⑥ ）  

写真①  写真②  

写真③  

写真④  

写真⑤  

写真③  写真③  

国語科の学習で得た歌詞の理解

をどのように音楽の構造と関わら

せて表現するのか、創意工夫した

足跡を掲示しておく。  

音楽科の特質に応じた言語活動

のヒントとなる掲示物が生徒の課

題解決の見通しとなる。  



  ・ 対 話 や 音 に よ る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 場 を 生 徒 が  

   必 要 と す る よ う な 声 掛 け を し て い く 。  

  ・ グ ル ー プ の 課 題 が 明 確 に な り 、 他 の グ ル ー プ に も  

   課 題 が 共 有 で き る よ う に 視 覚 化 す る 。 （ 写 真 ⑦ ）  

  ・ 学 習 を 振 り 返 る 際 に も 、 音 楽 を 形 づ く っ て い る 要  

   素 と 関 連 付 け な が ら 振 り 返 る こ と が で き る よ う 、  

   自 分 な り の 言 葉 で 表 現 す る こ と を 奨 励 す る 。  

  ・ 振 り 返 り は 常 に 蓄 積 し 、 自 分 の 学 び の 変 容 を 自 覚  

   で き る よ う に す る 。  

  

 

 

 

 

 

 【 情 報 活 用 能 力 を 育 成 す る た め に 】  

  千 葉 県 学 校 教 育 情 報 化 推 進 計 画「 情 報 活 用 能 力 育 成 の た め の 体 系 表 」か ら

生 徒 の 実 態 を も と に 、 １ 人 １ 台 端 末 の 活 用 を 推 進 し て い く 中 で 、生 徒 の 情 報

活 用 能 力 を 次 の よ う に 育 成 し て い く 。  

 ○ 端 末 の 操 作 ス キ ル を 身 に 付 け る 学 習 の 場 を 工 夫 す る  ＜ 知 識 及 び 技 能 ＞  

  ・ キ ー ボ ー ド の 正 確 な 入 力 と 録 音 や 動 画 の 撮 影 ス キ ル を 身 に 付 け る 。  

  ・ 発 表 ア プ リ で の 発 表 用 資 料 作 成 と 振 り 返 り を 協 働 編 集 ソ フ ト で 行 う 。  

 ○ 目 的 に 応 じ て 情 報 メ デ ィ ア を 選 択 し て 情 報 を 収 集 し 、整 理 、分 析 す る 時 間  

  を 確 保 し 、 随 時 更 新 す る よ う に す る    ＜ 思 考 力 、 判 断 力 、 表 現 力 等 ＞  

  ・ 授 業 以 外 で も 興 味 ・ 関 心 に 応 じ て 調 べ 学 習 を 実 施 し た り 、 自 分 た ち の 演  

   奏 を 録 画 し て 確 か め た り す る 等 、 端 末 （ ク ラ ウ ド 上 ） で 共 有 す る 。  

  ・ 国 語 科 の 発 表 ア プ リ で 作 成 し た ス ラ イ ド を 友 達 と 共 有 す る こ と で 、歌 詞  

   の 理 解 に つ い て 対 話 を 通 し て 曲 想 表 現 の 工 夫 に つ な げ て い く 。  

 ○ 情 報 に 関 す る 個 人 の 権 利 と そ の 重 要 性 を 尊 重 す る （ 知 的 財 産 権 、 著 作 権 ）  

＜ 学 び に 向 か う 力 、人 間 性 等 ＞  

  ・ 作 詞 ・ 作 曲 者 の 著 作 権 を 尊 重 す る 学 習 を 位 置 付 け る 。  

  ・ 合 唱 コ ン ク ー ル の 際 の 情 報 の 扱 い に つ い て 、 保 護 者 を 含 め て 啓 蒙 す る 。  

 

  ② 実 際 の 生 徒 の 姿  

  【 第 １ 次 】 「 見 い だ す 」   

音 楽 科 ◎楽曲の歌詞が表す情景や心情及び曲の表情や  

味わいなどに関心をもつ。   

 

 

 

 

 

  ・ 歌 詞 の 音 読 を し て 語 感 を 楽 し ん だ り 、 特 徴 を 確 か め た り す る 。  

写真⑥  

写真⑦（３年の実践） 

前時の学びから各パートが立てた

目標を教師が適切な音楽言語で

整理して、生徒に返すことが重要

である。生徒は自信をもって音楽

表現を創意工夫しようとする。  

対話を通して、生徒一人一人の

音楽に対する価値意識を広げる

ことにつなげる。  

楽曲を聴いて知覚・

感受したことを協働

編集ソフトに書い

て、学級で共有する

ことで、楽曲の特徴

に気付きやすくする。  

音楽を言葉で表現するためのヒント

カードを生徒に配付し、歌ったり演

奏したりするときの言葉の使い方や

伝え方のヒントとして活用する。  



国 語 科  

  ・５ 月 に 学 習 し た「 情 報 を 整 理 し て 書 こ う 」を も と に 、「 情 報 を 集 め よ う 」 

  「 情 報 を 読 み 取 ろ う 」 「 情 報 を 引 用 し よ う 」 の ３ つ の 小 単 元 を 学 習 す る 。  

   端 末 を 用 い て レ ポ ー ト を 書 く 際 に 教 科 書 を 読 み 、情 報 の 集 め 方 や 引 用 の  

   仕 方 を 学 び 、 「 根 拠 を 示 し て 説 明 し よ う 」 の 際 に も 再 度 確 認 を す る 。  

  ・ 著 作 権 の 学 習 を し た 後 の 生 徒 の 感 想 （ 一 部 抜 粋 ） は 以 下 の 通 り で あ る 。  

 

                         

 

 

 

 

 

 

   

 

  ・ 「 鑑 賞 文 を 書 こ う 」 で は 、 合 唱 曲 の 歌 詞 の 鑑 賞 を し て い る 際 に 音 楽 の 授  

   業 で 活 用 し て い る 音 楽 ノ ー ト と 音 楽 フ ァ イ ル も 机 上 に 準 備 し 、随 時 参 考  

   に し な が ら 学 習 を 進 め た 。音 楽 科 教 諭 か ら 出 さ れ た「 歌 詞 の 研 究 を し よ  

   う 」の プ リ ン ト を 活 用 し 、歌 詞 に つ い て の 解 釈 を グ ル ー プ や ク ラ ス で 話  

   し 合 い 、 書 き 込 み を 加 え て い る 生 徒 も 多 く 見 ら れ た 。  

 

  【 第 ２ 次 ① 】 「 自 分 で 取 り 組 む 」  

音 楽 科 ◎パートの役割を感じながら合唱する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国 語 科 「 詩 の 世 界 」 ※ 各 学 級 の 自 由 曲 の 鑑 賞 文 ス ラ イ ド か ら  

 

 

 

 

 

 

 

 

            「 絆 」            「 あ さ が お 」  

歌詞カードに自分の表したい表

現について作曲家が記した強弱

記号の意味や思いを書き込む。  

知覚・感受したことと楽譜の記号を関連付けて

考えながらどのように歌うかについて、楽譜を確

かめたり、歌い合わせたりして思いや意図をもつ。  

国語科の「詩

の世界」の学

習を受け、生

徒の歌詞への

理解がより深

くなる。知識

や技能を得た

り生かしたり

しながら、曲に

対するイメー

ジを膨らませ、

個々に歌唱表

現を創意工

夫していく。  

音楽の授業においても、授業の

中で表現したり鑑賞したりする

多くの曲について、それを創作し

た著作者がいることや著作物で

あること、この著作物が知的財

産であること、その知的財産を

教材として活用することで、表現

や鑑賞の幅広い活動が行えるこ

とに生徒が気付くことで、音楽

文化の継承、発展、創造を支え

ていることへの理解につなげる。  



  【 第 ２ 次 ② 】 「 広 げ 深 め る 」  

音 楽 科  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 ・ 国 語 科 で 学 習 し た 鑑 賞 文 を も と に 、 各 パ ー ト で 試 行 錯 誤 し な が ら 、 曲 想

表 現 を 工 夫 し て い く 。 楽 譜 に 記 載 さ れ て い る 強 弱 を 見 て 「 こ こ は ｆ だ か

ら 、 も し か し た ら 作 曲 者 が 強 調 し た い こ と か も し れ な い 」 と 話 し 合 い 、  

  そ の 表 現 方 法 を 実 際 に 歌 っ て 試 し な が ら 工 夫 し て い る 様 子 が 見 ら れ た 。  

 ・ 自 分 の パ ー ト の 役 割 を 感 じ な が ら 歌 う た め に 、 旋 律 の 流 れ や 曲 の 山 を 意

識 し て 表 現 し よ う と す る 姿 が 各 パ ー ト で 見 ら れ た 。  

 

  【 第 ３ 次 】 「 ま と め あ げ る 」  

音 楽 科 ◎創意工夫を生かして合唱する。  

  どのような歌唱表現するかについて、思いや意図をもち、様々な歌唱表現を試す。  

  ＜思考・判断・表現＞  観察・演奏聴取  

○「おおむね満足できる」状況と評価した例  「歌で追求する」  

  表情よく自分の思いを音楽を形づくっている要素と関わらせ、歌にのせて表現して 

  いる。 

 ○ 「 十 分 満 足 で き る 」 状 況 と 評 価 し た 例  「 実 感 を 伴 っ た 表 現 」  

  「 こ れ が で き た 」 と い う 思 い を も ち な が ら 豊 か に 表 現 し て い る 。  

 ○ 「 努 力 を 要 す る 」 状 況 と 評 価 さ れ そ う な 生 徒 へ の 支 援 の 例  

  そ の 生 徒 が で き そ う な 音 楽 を 形 づ く っ て い る 要 素 を 働 か せ て 友 達 （ 教 師 ）  

  と と も に 一 緒 に 表 現 す る 。  

楽曲にふさわしい表現で主体的に合唱する。  

  ＜主体的に学習に取り組む態度＞  観察・ワークシート  

 ○「おおむね満足できる」状況と評価した例  

  歌詞や曲のよいところを探して自分で表現している。（主体的に向き合う姿）  

その曲のよさを発見して表現している。  

 ○ 「 十 分 満 足 で き る 」 状 況 と 評 価 し た 例  

  自 分 一 人 で も 思 い や 意 図 （ 作 詞 ・ 作 曲 者 の ） を 表 現 し て い る 。  

 ○ 「 努 力 を 要 す る 」 状 況 と 評 価 さ れ そ う な 生 徒 へ の 支 援 の 例  

  友 達 や 人 と 関 わ り 、 表 現 の ヒ ン ト を 得 ら れ る よ う 一 緒 に 歌 っ て 表 現 す る 。  

 

 

 

 

 

  

友達との対

話を通し

て、生徒が

この曲をど

のように伝

えようとす

るか、作曲

者や作詞

者に思いを

馳せて思

考している

様子が見

て取れる。  

一つ一つの歌詞を、より具体的に掘り下げて解釈を

することで、作詞者の思いや情景を理解する。  

「絆」を

学んだこ

との意味

や価値な

どを生徒

が自覚し

ている。  



【生徒のつぶやきやワークシートの表記から言語能力に関すること（一部抜粋）】 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

  本題材では、創意工夫を生かし、全体の響きや各声部の声などを聴きながら他者と

合わせて歌う技能を育成したい資質・能力の一つとしている。生徒の中には上記のよ

うに歌詞の内容を考えるよりも、正しい音程で歌うことに困難さを感じている生徒も

おり、そのように試行錯誤している生徒に適切な機会に適切な助言や支援をしていく

ことも重要である。「努力を要する」状況と評価されそうな生徒は、何を記述したら

よいのかが分からない部分もあり、「十分満足できる」状況の生徒の意見を参考にし

ながら記述するよう促す必要がある。他者参照や途中参照が可能な１人１台端末のク

ラウド活用は、友達のワークシートや考えを参考にできるため、大変有効であった。  

 

 【 生 徒 が 作 成 し たス ラ イ ド や 活 用 状況 か ら 情 報 活 用 能力 に 関 す る こ と 】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【 生 徒 の 主 体 的な 学 び に よ る 問 題発 見 ・ 解 決 能 力 に関 す る こ と 】  

  題 材 を 通 し て 、生 徒 が 自 己 の 課 題 に 向 き 合 い 、課 題 に 向 か っ て 粘 り 強 く 自

己 調 整 し な が ら 取 り 組 ん で き た 。 作 詞 ・ 作 曲 者 の 思 い や 意 図 を 鑑 み 、 表 し た

い 音 楽 表 現 に な る よ う 試 行 錯 誤 し た 成 果 が 題 材 後 の ま と め か ら も 分 か る 。  

                           

 

 

 

                

 

 

 

生徒は、関連性をもちながら表現を

している。歌詞の内容を表現に生か

して歌うことが目標にあがっていて

も、正しい音程、フレーズの最初と最

後をあわせるなどの自己評価が先

に出てしまう生徒が見られる。１時

間の練習過程の調整、振り返り時

の声掛けが必要である。 
 

端末の操作スキルを身に付ける

場を随時設けたことで、協働編

集ソフトや録音、撮影スキルを

身に付けて活用している。  

音楽科と国語科の授業でその都

度、学習した足跡を蓄積したこと

で自分の学びの変容を捉えてい

た。発表アプリで自分の思いを込

めて作成したスライドを友達と共

有することで、歌詞の理解について

対話を深め、曲想表現を創意工

夫する際によく活用していた。  

国
語
科
の
ノ
ー
ト
記
述
か
ら 



（ ２ ） 実 践 を 終 え て  

 １  学習の基盤となる資質・能力の育成について   

   １年生が初めて本格的な混声合唱に取り組んだ本実践を終えて、改めて教科等横

断的な視点に立った授業は、「楽しい！」と感じた。国語科の担当職員や学級担任と

ゴールの姿を共有し、各教科の年間指導計画を確認したり、情報交換をしたりするこ

とで、指導者だけでなく生徒自身もその学びを実感していたからである。  

   「言語能力」の育成については、音楽科と国語科の特質に応じた言語活動を適切に

位置付けられるように指導を工夫した。特に歌詞の理解や鑑賞文の作成、言葉による

コミュニケーションにおいて、大きな効果を得ることができた。さらに、自分たちが

表したい音楽になるように、自分たちの学びについて振り返りを蓄積すること、語彙

を広げること、イメージしたことを音楽で表すために対話や音で試行錯誤を繰り返し

て創意工夫したことが「問題発見・解決能力」の育成につなげることができた。 

   「情報活用能力」の育成については、端末を常時活用することで、生徒の操作スキ

ルや協働編集作業による情報共有等が効果的に行われた。また、題材の最後に一人一

人が自分の端末を持って撮影しながら合唱し、二回撮影した中で自分の表したい表現

になっている動画を選んで指導者に提出することで、学習に対する自己の変容を自覚

できるようにした。国語科で作成したスライドを活用することで、生徒一人一人の音

楽に対する価値意識を広げ、生徒の学習意欲の喚起や定着にもつながった。さらに、

著作権について学んだことが汎用的な能力となるように、合唱コンクールの際には保

護者にも理解を促すよう生徒から働きかけるなど、生徒の主体的な姿が見られた。 

  

 ２  教科等横断的な視点に立った評価について   

   評 価 に つ い て 、 学 習 の 基 盤 と な る 資 質 ・ 能 力 に つ い て は 、 教 科 の 育 成 し

た い 資 質 ・ 能 力 と ど の よ う に リ ン ク し て い る か 見 極 め が 非 常 に 難 し い 。ど

の 資 質 ・ 能 力 に も 個 別 に 測 れ る も の で は な く 、 関 連 性 が あ る か ら で あ る 。

音 楽 科 と し て は 、感 性 を 育 成 す る 教 科 で あ る こ と を 前 提 と し 、育 成 し た い

資 質 ・ 能 力 に こ れ ら の 資 質 ・ 能 力 が ど の よ う に 働 く の か を 考 慮 し 、 適 切 に

評 価 に 位 置 付 け る こ と で 、 授 業 改 善 に つ な げ て い き た い 。  

 

   最 後 に 、 教 科 等 横 断 的 な 視 点 に 立 っ た 学 習 の 可 能 性 に つ い て 考 え る と 、  

  本 実 践 で は 、１ 年 生 の 実 践 を 取 り 上 げ た が 、合 唱 コ ン ク ー ル に 向 け た 各 教  

  科 の 学 び を 考 慮 し 、 １ ～ ３ 年 生 全 学 年 で カ リ キ ュ ラ  

  ム の 編 成 を 工 夫 す る こ と が 可 能 で あ る 。  

   例 え ば 、 実 践 校 で は 右 図 の よ う に 総 合 的 な 学 習 の  

  時 間 『 夢 の 実 現 』 の 探 究 的 な 学 び を 中 心 に 音 楽 科 、  

  国 語 科 、 美 術 科 、 道 徳 科 、 特 別 活 動 な ど で つ な げ る  

  よ う 、 カ リ キ ュ ラ ム マ ネ ジ メ ン ト の 推 進 に 努 め て い  

  る 。 そ の た め 、 学 校 全 体 と し て 教 育 活 動 の 質 を 向 上  

  さ せ 、 学 習 の 効 果 の 最 大 化 が 図 ら れ て い る 。  

   学 校 経 営 方 針 や 生 徒 の 実 態 か ら 、 育 成 を 目 指 す 資  

  質 ・ 能 力 を 明 確 に し 、 ど の 資 質 ・ 能 力 で つ な ぐ と よ  

  い か 、 音 楽 科 の 題 材 を 中 心 に 各 教 科 の 単 元 を 適 切 に  

  組 み 合 わ せ 、 調 整 を 図 っ て い く こ と が 望 ま れ る 。  


